日本聖公会　主教会　殿
公　開　質　問　状
主の平安　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００６．５．１９


　　京都教区のFH司祭事件は誠に悲しい忌まわしい、憎むべきあってはならない事件で、少女に対する性的虐待は被害者が一生この傷痕を背負っていかねばならない本当に残酷な話です。　被害者にはどんなに謝罪してもし尽くせないほどの重い重い罪ではないでしょうか。
聖職者は最高の倫理規範を要求されており、我々凡人より数段高いステージにおられるはずの高僧です。今回の事件はより深刻な事実として、日常のサクラメントを執行しながらの犯罪であり、しかもウイリアムス神学館での説教学の教授でもあったことを考えるとまさに聖公会を震撼とさせる事件であります。
武藤主教は加害司祭に一旦辞表を出させ、退職を決定されたのに、そのあと、それを軽々しく撤回された結果、その後４年間の長きに渡って被害者は裁判を通じて２重３重の苦しみを受けることになったのです。武藤主教の判断ミスが重大な結果をもたらし、それが２重の人権侵犯事件に発展し、その最高責任者であるという事実はこの事件の関係者誰もが認めるところです。　　　　

その武藤主教が判決後も立教大学という最高学府のチャプレン長に君臨されている事実を知った時驚きの一語に尽き、社会的規範に照らしても誠に理不尽な状況であります。
　　被害者がPTSDに耐えかね、救急病院にかつぎ込まれた所から始まります。家族からの電話で病院に飛んでいった司祭が廊下で土下座をし、立ち上がれなかった。前日には武藤主教に被害手記が手渡されており、主教は内容を読んで驚天動地、すぐ司祭を呼びつけ辞表を書かせ、退職が決定され、すぐ二人で病院を訪ね、被害者に謝罪され、退職させることを伝えられたのです。それなのに２回目の臨時常置委員会で突然事実無根を主張、それを受けて武藤主教が退職を撤回されたのです。病院で土下座をし、辞表を出し、退職を受け入れたものをどんな理由で退職を取り消されたのか社会的常識から到底理解できないところであります。（原田司祭は一年まえにすでに認める内容の謝罪手紙を２回も家族に送っている。）
　ここで主教会に対して次の点について質問を致したく、早急に回答いただきたいと思います。
１．主教会が武藤主教の責任についてどのように認識しておられるのかお聞きしたい。
２．武藤主教がこの重大な事件が結審した後どのような責任を取られたのかお聞きしたい。
３．武藤主教の被害者に対する謝罪文のコピーを送っていただきたい。（未送付なら、なぜ

謝罪手紙を出さないのかその理由を聞かせていただきたい）
４．この様な重大な事件の責任者が立教大学のチャプレン長であるのは誰が考えても不自　　

然と思われるが主教会としての見解をお聞きしたい。
５．最高裁敗訴（２００５年７月）で武藤主教は自主的に自分の進退を考えられるのが筋と思わ　

れるが主教会としての見解をお聞きしたい。
６．辞表・退職撤回の経緯、真相について情報公開していただきたい。（どの弁護士に相談したのか等々）
京都教区FH司祭事件を考える会　代表　S．H　　
（尚、この質問状は４月１０日東京教区植田仁太郎主教に送付致しましたが後日、常置委員長の大畑喜道司祭よりチャプレン長の件は主教会の討議事項であるという返答を頂きましたので再度主教会に送らせていただきます。）
